
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
本
願
寺
の
動
向
と
学
林

日
次

序章

第一
部
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
本
願
寺
の

動向

第一
章
ペ
リ
l

来
航
と
本
願
寺

一 、
は
じ
め
に

二 、
本
願
寺
の
情
報伝
達
機構
と
留
役
所
「
江
戸
誇
記』
に

つ
い
て

=一 、
ペ
リ
l

来
航
情
報
の
入
手

四 、

情報
の
正
確
さ

五 、
お
わ
り
に

第
二
章
本
願
寺
と
「
勤
王
僧」
|

月
性
の
京
都
に
お
け
る
活
動
を

中
心
に
|

て
は
じ
め
に

二 、
月
性
畳
用
の
理
由

三 、
月
性
の
「
御
用」
は
誰
が
決
め
て
い
た
の
か

四 、
月
性
の
「
御
用」
の
内
容

五 、
月
性
の
帰
固
と
「
護
法
意
見
封
事」

六 、
お
わ
り
に

幕末
維新期における本願寺の
動向と
学林

林

健

太

第
三
章

幕末
期
の
本
願
寺
改
革
言
上
書
の
検
討

一 、
は
じ
め
に

二 、
堂
嶋
市
場
の
橡
文
と
松
井
中
務
暗
殺
事
件

一二 、
言
上
書
の
内
容
に
つ
い
て

回 、
お
わ
り
に

第
二
部

幕末
維新
期
に
お
け
る
学
林
の

動向

第一
章

維新
期
の
学
林
改

革l職
制
と
文
書
伝
達
の
問
題
か
ら
l

一 、
は
じ
め
に

二 、
学
林
再
開
後
の
職
制
と
文
書
伝
達

一一寸
維
新
期
に
お
け
る
学
林
の
職
制
と
文
書伝
達

回 、
お
わ
り
に

第一一
章

幕末
期
本
願
寺
学
林
に
お
け
る
「
外
学」
受
容
と
そ
の
展

開
l

焚
暦
の
研
究
を
中
心
と
し
て
|

一 、
は
じ
め
に

二 、
学
林
に
お
け
る
「
外
学」
へ
の
関
心
の
高
ま
り

三 、
発
暦
の
研
究
と
晃
厳

四 、
学
林
に
お
け
る
「
外
学」
振
興
の
方
針

五 、
お
わ
り
に

一
六
七



第三
章
本
願
寺の
危
機
意
識
と
学
林
に
お
け
る
園
学の
受
容

て
は
じ
め
に

二、
本
願
寺の
危
機
意
識

三、
皇
学
講
師
法
蓮
の
国
学
講
義
と
そ
の
思
想

四、
お
わ
りに

終
章

附、
史
料
集

一、
法
蓮
「
皐
薗
大
道
経
緯
考』
(
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵)

二、
法
蓮
述
『
大
破
祝
詞
聴
記』
(
組
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵)

本
論
文
は、
幕
末
維
新
期
の
西
本
願
寺
(
以
下、
本
願
寺)
と
学
林
の
動
向

を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る。
こ
こ
で
い
う
幕
末
維
新
期
は、
天
保
期
(一
人
三

O
|一
八
四
五)
頃
か
ら、
明
治
維
新
後
に
本
願
寺
の
改
草
が
行
わ
れ
る
明
治

四
年
(一
八
七一)
頃
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る。

ま
ず、
本
論
文
の
基
本
的
な
視
座
を
提
示
し
て
お
き
た
い。

学
林
は
寛
永
十
六
年
(一
六三
九)、
本
顕
寺
第
十
三
世
良
如
(一
六一一一一
|

一
六
六
二)
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
学
寮
を
淵
源
と
す
る
本
願
寺
の
僧
侶
養
成

機
関
で
あ
り、
ま
た
教
学
諮
問
機
関
で
あっ
た。
そ
の
後、

単寮
で
は、
学
頭

で
あ
る
能
化
酉
吟
と
肥
後
延
寿
寺
月
感
と
の
聞
に
生
じ
た
宗
義
論
争
か
ら、
本

願
寺
と
興
正
寺
の
本
末
争
論へ
と
発
展
す
る
騒
動
が
起
こ
っ
た
(
承
応
の
閲
摘)。

一
六
八

こ
れ
に
よ
り、
本
願
寺
は
幕府
の
裁
定
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
り、
明
暦
元
年
(一

六
五
五)
に
学
寮
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。
そ
の
後
も
仮
設
の
講
所
で

講
義
は
続
け
ら
れ
た
が、
よ
う
や
く
元
禄
八
年
(一
六
九
五)
に
講
堂・
衆
寮

が
完
成
し、
学
林
と
名
称
を
改
め、
再
び
僧
侶
養
成
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

①
 

っ
た。ま

た
そ
の
後、
能
化
功
存
の
学
説
を
批
判
す
る
地
方
学
僧
と、
功
存
説
を
擁

護
す
る
学
林
と
の
聞
に
起
こ
っ
た
宗
義
論
争
は、
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
歴

史
の
中
で、
宗
門
全
体
を
そ
の
渦
の
中
に
ま
き
込
み、
事
件
の
決
着
は
幕
府
の

寺
杜
奉
行
に
よ
り
断
が
下
さ
れ
る
に
い
た
る、
宗
門
は
じ
まっ
て
以
来
の
大
事

②
 

件」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
騒
動
で
あっ
た
(一一一
業
惑
乱)。
本
願
寺
の
宗
学
を

担
う
学
林
と
地
方
学
僧
が
対
立
し、
宝
暦
十
二
年
(一
七
六
三)
か
ら
文
化
三

年
(一
八
O
六)
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
宗
義
論
争
を
繰
り
返
し、
全
国
の

末寺
を
巻
き
込
ん
だ。
そ
し
て
幕
府
の
裁
定
に
よ
り、
学
林・
本
願
寺
側
は
異

義
と
さ
れ、
本
願
寺
は
百
日
の
閉
門
と
なっ
た。
文
化
四
年、
事
和
元
年
(一

人
O
三)
よ
り
講
義
停
止
と
なっ
て
い
た
学
林
を
再
閉
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て、

学
顕
で
あ
る
能
化
を
置
か
ず新
た
に
勧
学
と
い

う学
階
を
設
置
し、
勧
学
に
よ

る
集
団
指
導
体
制
を
敷
く
こ
と
と
なっ
た。
そ
し
て、
そ
の
体
制
の
ま
ま
維
新

期
を
迎
え
た
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に、
本
願
寺
と
学
林
の
動向
は
軌
を一
に
し
て
い
た
も
の
で
あっ

た
が、
三
業
惑
乱
以
降
の
本
山
と
地
方
所
化
と
の
関
係
は、
緊
張
感
に
満
ち
た

も
の
で
あっ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う。
以
下、
論
じ
て
い
く
よ
う
に
幕
末
維
新
期

の
本
願
寺
と
学
林
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は、
こ
の
点
に
重
点



を
置
い
て
論
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る。

幕
末
期
の
真
宗
に
つ
い
て
の
研
究
は、
い
ま
だ
に
全
体
像
を
提
示
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る。
当
該
期
に
お
け
る
個
別
事
例
の
具
体
的
検
討
も
充
分

に
な
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い。

本
論
文
で
は、
幕
末
維
新
期
の
本
願
寺・
学
林
に
関
す
る、
こ
れ
ま
で
紹
介

さ
れ
て
い
な
かっ
た
史
料
を
用
い
な
が
ら、
そ
の
動
向
を
検
討
し
た。
主
な
も

の
は、
龍
谷
大
学大
宮
図
書
館
の
所
蔵、
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
保
管
に
か
か

る
も
の
で
あ
る。
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
文
書
の
う
ち、
「
諸
日
記』・
『
防

長
諸
記』・
「
江
戸
諸
記』
を
用
い
た。
こ
れ
ら
は、
本
願
寺
の
文
書
事
務
を
担

当
す
る
留役
所
に
お
い
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で、
日
次
記
の
形
式
を
と
っ
て
い

る。
ま
た、
『
防
長
諸
記」・
『
江
戸
諸
記』
は、
各
地
の
触
頭
寺
院
と
本
願
寺

と
の
や
り
と
り
を
記
録
し
た
も
の
で、
『
諸
日
記』
は、
本
願
寺
の
周
辺
で
の

記
事
が
中
心
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
て、
本
願
寺
の
視
点
に
立っ
た

幕
末
維
新
期
の
動
向
を
検
討
し
た。
ま
た、
学
林
に
関
す
る
史
料
の
多
く
は、

『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史」
史
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が、
学
林
の
講
義

録
等
の
史
料
は
い
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い。
ま
ず、
学
林
の
動

向
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は、
所
化
と
講
師、
そ
し
て
事
務
担
当
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
学
林
が、
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と、
学
林
で
の
講
義
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と、
学

林
所
化
の
発
言
(
意
見
書)
等
を
分
析
す
る
こ
と
の
三
点
が
重
要
で
あ
る
と
考

加え
，。。

幕末
維新期における本願寺の
動向と
学林

第一
部

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
本
願
寺
の
動
向

第一
部
で
は
本
願
寺
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
た。

第一
章
「ペ
リ
l
来
航
と
本
願
寺」
で
は、
嘉
永
六
年
(一
八
五一一一)
の
ペ

リ
1
来
航
後
す
ぐ
に、
本
願
寺
が
江
戸
築
地
御
坊
に
命
じ
て
情
報
収
集
に
あ
た

ら
せ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た。
嘉
永
六
年
六
月
三
目、
ペ
リ
l
率い
る

ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
浦
賀
沖
に
来
航
し、
そ
れ
か
ら
六
月
十
二
日
に
江
戸
湾
を
出

航
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
十
日
間
の
状
況
を、
築
地
御
坊
は
本
願
寺へ
報
告
し
て

い
た。
そ
の
初
見
の
史
料
は、
『
江
戸
諸
記』
嘉
永
六
年
六
月一一
十
九
日
条
で

あ
る。
こ
の
史
料
か
ら、
築
地
御
坊
は
ペ
リ
I
来
航
か
ら
五
日
後
に
は
来
航
情

報
を
本
願
寺
に
報
告
し、
約
二
十
日
程
度
で
詳
細
な
情
報
を
入
手
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る。
本
願
寺
が
入
手
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は、
ペ
リ
1
来
航
の
意

図
や
国
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
情
報
で
あっ
た。
そ
し
て、
そ
の
情
報
源
は
大

名
家
な
ど
の
幕府
関
係
者
で
あっ
た。
本
願
寺
の
史
料
か
ら
は、
美
濃
加
納
藩・

大
和
郡
山
藩・
肥
後
藩
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

ま
た、
水
戸
前
中
納
言
(
徳
川
斉
昭)
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘

で
き
る。
本
願
寺
が
社
会
情
勢
の
変
化
に
敏
感
で
あ
り、
ま
た
収
集
し
た
情
報

も
正
確
な
も
の
で
あっ
た
こ
と
を
指
摘
し
た。

第
二
章
「
本
願
寺
と
「
勤
王
僧」
l
月
性
の
京
都
に
お
け
る
活
動
を
中
心
に

|」
で
は、
周
防
国
妙
円
寺
月
性
(一
八一
七
|一
八
五
八)
を
取
り
あ
げ
た。

従
来
の
月
性
に
関
す
る
研
究
は、
主
に
妙
円
寺
所
蔵
史
料
(
現
僧
月
性
顕
彰
会

所
蔵
史
料)
を
用
い
て
の
も
の
で
あっ
た。
本
章
で
は、
本
願
寺
史
料
研
究
所

一
六
九



に
保
管
さ
れ
て
い
る
史
料
に
よ
っ
て、
京
都
に
お
け
る
月
性
の
動
向
を
検
討
し

た。
月
性
は
国
許
で
海
防
論
を
演
説
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
海
防
僧」
と
呼
ば

れ、
排
仏
を
主
張
す
る
儒
学
者
か
ら
も一
日
置
か
れ
て
い
た。
そ
の
こ
と
が
末

寺
を
通
じ
て
本
願
寺
に
報
告
さ
れ、
月
性
の
存
在
は
本
願
寺
の
知
る
と
こ
ろ
と

なっ
た
の
で
あ
る。
そ
の
月
性
を
本
願
寺
に
登
用
す
る
よ
う
に
推
薦
し
た
の
は、

高
尚
房
(
近
江
国
覚
成
寺
超
然、
一
七
九二
|一
八
六
人)
で
あ
る。
超
然
は、

排
仏
の
風
潮
の
な
か
で
も、
月
性
に
は
人
々
を
教
導
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を

見
抜
き、
本
願
寺
に
推
薦
し
た。
月
性
は
安
政
三
年
(一
人
五
六)
に
本
願
寺

に
登
用
さ
れ
て
か
ら、
約一
年
間
京
都
に
滞
在
し
た。
本
論
文
で
は、
そ
の
時

期
の
『
防
長
諸
記」・
『
諸
日
記」
の
記
事
か
ら、
月
性
の
京
都
に
お
け
る
行
動

を
詳
細
に
跡
づ
け
た。
さ
ら
に、
月
性
は
勤
王
の
思
想
を
持
つ
人
々
(
と
く
に

儒
学
者)
と
漢
詩
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り、
本
願
寺
の

「
社
会
的
存
在
意
動」
を
高
め
る
た
め、
「
勤
王」・
「
護
法」
と
称
す
る
活
動
に

従
事
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た。

第
三
章
「
幕
末
期
の
本
願
寺
改
革
言
上
書
の
検
討」
で
は、
文
久
三
年
(一

八
六三)
八
月
に
学
林
所
化
か
ら
本
願
寺へ
提
出
さ
れ
た、
本
願
寺
改
革
を
求

め
る
言
上
書
を
分
析
し
た。
文
久
三
年
二
月、
本
願
寺
は
い
わ
ゆ
る
「
勤
主
の

直
諭」
を
門
末
に
発
し、
教
団
の
方
針
を
決
定
づ
け
る
こ
と
と
なっ
た。
そ
の

後、
同
年
八
月
十
二
日
に
本
願
寺
家
臣
の
松
井
中
務
が
暗
殺
さ
れ
た。
中
務
は

平
素
か
ら
勤
王
の
志
が
篤
く、
天
保
年
間
に
は
僧
侶
の
武
技
講
習
の
必
要
性
を

説
き、
国
家
危
急
の
事
態
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
と
献
策
し
た
が、
容
れ
ら
れ

な
かっ
た。
す
な
わ
ち
中
務
は、
本
願
寺
教
団
内
で
早
く
か
ら
勤
王
路
娘
を
提

七
。

唱
し
た
人
物
で
あっ
た。
中
務
は、
当
時
「
開
園」
派
と
目
さ
れ
て
い
た
松
平

春
識
と
交
流
し
て
い
た
こ
と、

末寺
か
ら
の
献金
を
積
極
的
に
推
進
し、
民
衆

の
生
活
を
苦
し
め
た
こ
と
の
二
点
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る。
ま
た
同

時
期
に
仏
教
教
団
の
募
財
を
糾
弾
す
る
貼
り
紙
が
大
坂
堂
島
市
場
に
貼
り
付
け

ら
れ、
堀
川
六
条
に
も
本
願
寺
家
臣
の
暗
殺
を
予
告
す
る
弾
劾
文
が
貼
り
出
さ

れ
た。
そ
の
事
件
か
ら
間
も
な
く
し
て、
学
林
所
化
ら
が
本
願
寺
に
宛
て
て
言

上
書
を
提
出
し
た。
そ
の
要
点
は
大
き
く
分
け
て、
(
イ)
本
願
寺
の
財
政
に

つ
い
て、
(
ロ)
役
僧
の
能
力
低
下
に
つ
い
て、
(ハ)
東
西
両
本
願
寺
の
和
解

に
つ
い
て、
(ニ)
末
寺
取
締、
の
四
点
で
あっ
た。
そ
の
な
か
で
も
(
イ)
本

願
寺
の
財
政
に
関
し
て
多
く
の
言
が
費
や
さ
れ
て
い
た。
そ
こ
に
は、
末
寺
僧

侶
が
本
願
寺へ
の
上
納
金
に
苦
労
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

当
時
の
本
願
寺
が、
積
極
的
に
全
国
の
末
寺へ
勧
財
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
なっ
た。
松
井
中
務
が
越
前へ
赴
い
た
の
も、
福
井
御
坊
再
建
や
蝦

夷
地
閲
教
な
ど
を
す
す
め
る
た
め
末
寺
に
勧
財
を
求
め
る
目
的
で
あっ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た。

以
上
の
よ
う
に
第一
部
で
は、
主
と
し
て
本
願
寺
の
動向
を
検
討
し
た。
幕

末
維
新
期
に
お
け
る
本
願
寺
の
主
要
な
課
題
は、
本
願
寺
と
公
武
権
力
の
聞
で

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ、
本
願
寺
の
有
用
性
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
で
あっ
た。
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は、
末
寺
僧
侶
の
能
力
が
必
要

不
可
欠
で
あっ
た。
そ
の
た
め
に、
維
新
期
に
な
る
に
つ
れ、
時
代
の
要
請
に

応
え
る
よ
う
に
末
寺
僧
侶
が
発
言
力
を
培
し
て
ゆ
く
こ
と
と
なっ
た
の
で
あ
る。



第
二
部

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
学
林
の
動
向

第
二
部
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
学
林
の
動向」
で
は、
第一
部
を
承
け
て、

学
林
の
動向
を
検
討
し
た。

第一
章
「
維
新
期
の
学
林
改

芋車
制
と
文
書
伝
達
の
問
題
か
ら
|」
で
は、

学
林
の
職
制
の
変
遷
の
考
察
と
文
書
伝
達
に
み
る
意
志
決
定
の一
例
を
提
示
し

た。
学
林
と
本
願
寺
の
取
次
を
行っ
た
の
は
御
用
掛
と
い
う
役
職
で
あ
り、
本

願
寺
家
臣
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
た。
そ
こ
で、
所
化
の
登
科
試
験
を
例
に、

学
林
と
本
願
寺
と
の
文
書
伝
達
に
つ
い
て
検
討
し
た。
ま
ず、
受
験
希
望
者
は

他
の
所
化
に
推
薦
を
受
け
る
必
要
が
あ
る。
そ
し
て
推
薦
者
が
学
林へ
推
薦
書

を
提
出
す
る。
こ
れ
を
御
用
掛
は
留役
所へ
提
出。
さ
ら
に
学
林
と
御
用
掛
で

試
験
の
論
題
案
を
作
成
し、
留
役
所
に
提
出
し
た。
こ
の
論
題
案
を
留
役
所
は

御
用
僧
に
渡
し、
検
討
す
る
よ
う
命
じ
る。
そ
の
結
果
が
留
役
所
に
戻
さ
れ
る

と、
御
用
僧
が
朱
筆
で
印
を
つ
け
た
論
題
案
を
長
御
殿へ
提
出
す
る。
そ
の
後、

長
御
殿
の
許
可
を
得
て、
留
役
所
か
ら
御
用
掛へ
渡
す。
そ
し
て
御
用
掛
か
ら

学
林
に
通
達
す
る
よ
う
に
留
役
所
は
命
じ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に、
学
林
か
ら

本
願
寺へ
文
書
を
伝
達
す
る
際
に
は、
学
林
の
事
務
担
当
者
で
あ
る
知
事・
参

事
か
ら
御
用
掛へ
文
書
が
渡
さ
れ、
さ
ら
に
御
用
掛
か
ら
本
願
寺
(
留
役
所)

へ
と
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
て
い
た
の
で
あ
る。
ま
た、
た
と
え
本
願
寺
か

ら
の
命
令
で
あっ
て
も、
御
用
掛
か
ら
伝
達
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば、
学
林
は
そ

の

命令
に
従
わ
な
い
こ
と
を、
本
願
寺へ
申
し
入
れ
た
事
例
が
知
ら
れ
旬。
こ

の
こ
と
か
ら、
本
願
寺
の
事
務
機
構
の
中
の
御
用
掛
に
よ
っ
て
学
林
が
管
轄
さ

幕末
維新期における本願寺の
動向と
学林

れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た。

幕
末
維
新
期
に
は、
数
度
の
学
林
改
革
に
よ
っ
て、
学
林
の
職
制
が
大
き
く

変
化
す
る
こ
と
に
なっ
た。
そ
の
背
景
に
は
本
願
寺
内
の
職
制
改
革
の一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
部
分
と、
真
宗
の
「
護
法」
を
推
し
進
め
る
役
割
を
期
待
し
て

行
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た。

第
二
章
「
幕
末
期
本
願
寺
学
林
に
お
け
る
「
外
学」
受
容
と
そ
の
展
開
|
賛

暦
の
研
究
を
中
心
と
し
て
|」
で
は、
嘉
永
期
に
本
願
寺
に
究
暦
の
才
を
以
て

登
用
さ
れ
た、
長
門
国
晃
厳
(
?
|一
人
七一)
を
取
り
あ
げ
た。
学
林
で
は、

天
保
期
以
降、
宗
乗・
余
乗
以
外
の
学
問
で
あ
る
「
外
学」
を
学
習
し
よ
う
と

す
る
気
運
が
高
まっ
て
き
て
い
た。
天
保
七
年
(一
八二ヱハ)
の
登
科
制
度
改

革
で、
兼
学
試
に
国
学・
儒
学・
暦
術・
書
学
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど、
徐
々
に
学
林
で
「
外
学」
が
受
容
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る。
し
か
し
こ

の
段
階
で
は、
「
外
学」
は
個
人
の
学
習
に
と
ど
まっ
て
い
た。
学
林
の
講
義

の
中
に
「
外
学」
が
採
用
さ
れ、
講
座
が
設
置
さ
れ
た
の
は、
慶
応
四
年
(一

八
六
人)
の
林
門
改
正
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
かっ
た
の
で
あ
る。
嘉
永
元
年(一

八
四
人)
頃
か
ら
本
願
寺
の
記
録
に
登
場
す
る
晃
厳
は、
奥
正
寺
の
摂
信
に
党

暦
を
講
義
し、
ま
た
本
願
寺
家
臣
の
私
塾
で
あ
る
仕
学
館
で
も
講
釈
し
て
い
た。

こ
の
こ
と
は、
「
護
法」
の
意
識
を
高
め
る
必
要
を
認
識
し
て
い
た
本
願
寺
の

意
図
に
沿っ
た
も
の
で
あっ
た。
ま
た、
近
江
赤
野
井
御
坊
で
の
究
暦
講
釈
を、

彦
根
藩
主
も
聴
講
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り、
晃
厳
が
各
地
で
賛
暦
を
講
釈

を
す
る
こ
と
が、
本
願
寺
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
役
立
つ
と
本
願
寺
は
認
識

し
て
い
た
の
で
あ
る。
ま
た、
本
願
寺
が
「
護
法」
を
推
進
す
る
た
め
に
「
外

七



学」
を
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
と
なっ
た
の
は、
学
林
所
化
か
ら
の
要
望
に

よ
る
も
の
で
あっ
た。
さ
ら
に、
幕
末
期
を
通
じ
て
学
林
が
「
外
学」
を
修
得

す
る
必
要
を
主
張
し
た
の
は、
排
仏
論
に
対
応
す
る
た
め
で
あっ
た
こ
と
を
指

摘
し
た。

第
三
章
「
本
願
寺
の
危
機
意
識
と
学
林
に
お
け
る
国
学
の
受
容」
で
は、
盛

行
す
る
排
仏
論
に
ど
の
よ
う
に
学
林・
本
願
寺
が
対
応
し
て
い
っ
た
か、
と
い

う
問
題
を
検
討
し
た。
文
久
三
年
の
い
わ
ゆ
る「
勤
王
の
直
諭」
は、
儒
学
者・

国
学
者
に
よ
る
排
仏
論
の
激
化
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
本
願
寺
が、
「
勤
王」
と

「
護
法」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あっ
た。
そ
の
結
呆、
学
林
所

化
は
「
外
学」
の
学
習
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
なっ
た。
明
治一一
年
(一
八
六

九)
に
登
用
さ
れ
た
護
法
論
者
で
あ
る
筑
前
園
長
楽
寺
法
蓮
(一
七
九
七
l一

八
八
四)
は、
本
願
寺
の
白
書
院
で
自
著
「
皇
国
大
道
経
緯
考』
を
講
義
し
た。

こ
の
こ
と
は、
「
護
法」
が
本
願
寺
全
体
の
重
要
課
題
と
なっ
て
い
た
こ
と
を

物
語っ
て
い
る。
『
皇
国
大
道
経
緯
考」
の
内
容
は
大
別
す
る
と、
(
イ)
皇
国

の
「
大
道」
と
は
何
か、
(ロ)
「
大
道」
を
学
ぶ
た
め
の
方
法
(
学
問
の
方
法)、

(
ハ)
目
指
す
べ
き
方
向
性、
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る。
法
蓮
は、
皇
国
の

「
大
道」
は
神
道
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く、
儒
教
は
神

道
を
補
佐
し、
仏
教
は
神
道
を
護
持
す
る
役
割
を
担っ
て
い
る
と
主
張
し、「
三

教一
致」
を
説い
た。
そ
し
て、
そ
の
「
大
道」
を
学
ぶ
た
め
に
国
学
的
な
文

献
実
証
を
重
ん
じ
た。
文
献
実
証
を
通
じ
て
「
三
教一
致」
で
あ
る
こ
と
を
論

証
し
よ
う
と
す
る
と
と
も
に、
「
膿」
が
「
大
道」
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

主
張
し
た
の
で
あ
る。

七

そ
し
て、
学
林
の
皇
学
講
師
と
なっ
た
法
蓮
は、
明
治
四
年
に「
大
職
祝
調」

を
講
義
し
た。
そ
の
主
た
る
目
的
は、
仏
教
が
外
来
の
宗
教
で
は
な
く、
古
来

か
ら
日
本
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り、

神道
を
斥
け
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
文
献
的
に
証
明
し
て
い
く
こ
と
に
あっ
た。
そ
し
て、
真
宗
僧
侶
が
国
学

を
学
ぶ
こ
と
で、
神
道
を
幹
と
し
仏
教・
儒
教
が
枝
葉
と
し
た
思
想
体
系
を
僧

侶
自
ら
が
構
築
し、
神
道
を
積
極
的
に
補
助
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
法
蓮

は
結
論
づ
け
た
の
で
あっ
た。

以
上
の
よ
う
に
第
二
部
で
は、
学
林
の
動向
に
つ
い
て
検
討
し
た。
そ
の
な

か
で、
学
林
が
排
仏
の
風
潮
に
対
応
す
る
た
め、
「
外
学」
を
採
用
す
る
過
程

で、
「
外
学」
に
堪
能
な
地
方
の
僧
侶
を
登
用
し
た。
そ
の
こ
と
は、
学
林・

本
願
寺
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
本
願
寺
は
考
え
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た。

終
章

第一
部・
第一一
部
の
考
察
に
よ
っ
て、
本
願
寺
の
社
会
的
評
価
の
向
上
の
た

め、
末
寺
僧
侶
を
積
極
的
に
登
用
し
て
い
く
こ
と
は、
末
寺
か
ら
の
情
報
提
供

な
し
に
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た。
本
願
寺
教
団
の
存
続
す
ら

危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
幕
末
維
新
期
の
政
治
状
況
の
中
で、
時
代
の
状
況
を
鋭
敏

に
察
知
し
た
の
は、
末
寺
僧
侶
た
ち
で
あっ
た。
学
林
は
全
固
か
ら
末
寺
僧
侶

が
集
い、
様
々
な
情
報
が
集
約
さ
れ
る
場
所
で
も
あっ
た。
末
寺
僧
侶
ら
の
献

策
が、
本
願
寺
教
団
の
存
続
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う。

そ
し
て、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
本
願
寺
の
方
針
と
し
て
掲
げ
た
「
勤
王」



と
「
護
法」
は、
政
治
権
力
と
の
宥
和
を
図
り、
み
ず
か
ら
の
社
会
的
存
在
意

義
を
ア
ピ
ー
ル
し、
激
動
す
る
政
治・
社
会
情
勢
と
折
り
合
い
を
つ
けつ
つ、

危
機
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
具
体
的
方
策
で
あっ
た
と
い
え
よ
う。

こ
こ
で、
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て
お
き
た
い。

ま
ず、
本
願
寺・
学
林
の
内
部
の
組
織
に
つ
い
て、
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る。
長
御
殿・
留
役
所
な
ど
の
機
闘

が
何
を
司
り、
何
を
記
録
し
て
い
た
か、
と
い
う
問
題
は
今
後
の
研
究
を
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
重
要
な
問
題
で
あ
る。
ま
た
同
様
に、
『
江
戸
諸
記」
を

は
じ
め
と
す
る、
い
わ
ゆ
る
「
諸
国
記』
を
全
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る。

各
地
域
ご
と
に
記
述
の
精
粗
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が、
末
寺
か
ら

本
願
寺
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
た
の
か、
分
析
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う。
近
世
を
通
じ
て
の
本
願
寺
の
政
治
的
立
場
の
検
討
を
進
め
て
い
く

に
は、
上
記
の
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
文
書
の
総
合
的
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い。
近
世
本
願
寺
の
歴
史
上
大
き
な
画
期
と
なっ
た
承

応
の
閲
婚
や
三
業
惑
乱
の
際
の
対
幕府
交
渉
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
不

可
欠
で
あ
ろ
旬。

そ
し
て
本
論
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が、
「
真
俗
二
諦」
の
問
題
も、
維
新

期
の
真
宗
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
な
論
点
で
あ
る。
「
真
俗
二
諦」
は、
今

ま
で
論
巳
て
き
た
本
願
寺
と
学
林
の
個
別
の
事
例
を
下
支
え
す
る
教
団
教
学と

⑥
 

し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る。

ま
た、
学
林
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る。
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

に
は、
貴
重
書
を
含
め
て
学
林
時
代
か
ら
伝
わ
る
多
く
の
書
物
が
残
さ
れ
て
い

幕末
維新期における本願寺の
動向と
学林

る。
ま
た、
大
学
史
資
料
室
に
よ
っ
て
留
役
所
『
学
林
脅
記」
の
解
読
も
徐
々

①
 

に
進
め
ら
れ
て
い
る
が、
全
容
が
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い。
一
つ
ず

つ
個
別
事
例
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る。

睦
①龍
谷
大
学三
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
龍
谷
大
学三
百
五
十
年
史』
通
史

編
上
巻、
議
谷
大
学、
二
O
O
O
年、
十五
|二
三
頁。

②註
〈
1)
前
掲
書、
一
二
五
頁。

③
児
玉
識
「
解
題」
『
大
系
真
宗
史
料
伝
記
編
七
学
匠・
宗
主
伝』
法
蔵
館、

一一
O
二一一
年、
四
二
二
頁。

④宮
崎
円
遵
「
学
林
生
活
挿
話」、
『
宮
崎
円
遵
著
作
集』
五、
思
文
聞
出
版、
一

九
八
九
年、
五
四一
頁。

⑤
承
応
の
閲
婚
につ
い
て
は、
平
田
厚
志
編
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
浄
土
真
宗
異

義
相
論|
「
承
応
の
閲
婿」
を
発
端と
す
る
本
願
寺・
輿
正
寺一
件
史
料』
(
龍

谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書二
O)
法
蔵
館、
三
O
O
六
年
が
あ
り、
ま
た
三

業
惑
乱
につ
い
て
も
平
田
厚
志
責
任
編
集「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱一
件
史
料』
一

(
龍
谷
大
学善
本
叢書二一
O)
法
蔵
館、一一
O
二一一
年
が
ある。
こ
れ
ら
の
研
究

は、
基
礎
的
な
史
料
の
提
示
が
中
心
で
あ
り、
今
後の
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要

と
な
ろ
う。
ま
た、
近
年
は、
上
野
大
輔
「
近
世
仏
教
教
団の
領
域
的
編
成
と

対
幕府
交
渉」
『
日
本
史
研
窪
六
回
二、
二
O
二ハ
年、
が
あ
り、
具
体
的
な

検
討
が
進
め
ら
れつ
つ
ある。

⑥
福
間
光
超「
近
世
後
期
真
宗の
世
俗
論
理
につ
い
て
|『
豊
か
ら
『
教
義」
へ

ー」『
真
宗
史の
研
究』
永
田
文
昌
堂、
一
九
九
九
年。
同「
真
宗
に
お
け
る「
真

俗二
諦L
の
形
成」
前
掲
番
所
収。
信
楽
峻
麿
「
真
宗
に
お
け
る
真
俗ニ
諦
論

の
研
究
(
そ
の一)」
『
龍
谷
大
学
論
集』
四一
入、
一
九
八一
年。
岡
「
真
宗

に
お
け
る
真
俗二
諦
論の
研
究
(
そ
の一一)」
『
真
宗
学」
六
五、
一
九
八
二
年。

同
「
真
宗
教
団
に
お
け
る
宗
教
と
政

申l真
宗
に
お
け
る
真
俗二
諦
論の
再
検

一
七一一一



一
七
四

討」
『
真
宗
学』
九一
・
九
二、
一
九
九
五
年
な
ど。

⑦
『
組
谷
大
学
史
報」
一

|十
九、
寵
谷
大
学
大
宮
図
書
館
(
大
学
史
資
料
室)、

ニ
O
O二
iニ
O一
九
年。


